
大型収納仏壇の受注から取付けに至るまで。 
当初は仏壇台の製作を依頼され採寸、打ち合わせに伺いました。すると、ご仏壇が 57-21と上置タイプの

2台が有り、この 2台をバランスよく見えるように一間間口に飾りたいとの要望でした。 

詳しい事情は判りませんが、下図のような仏間案を提案させて戴きました。 

  
             写真は仏間の改装前です。 

                     建物自体は RC構造の為、中央の柱の撤去は 

 問題ありません。 
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大、小の仏壇の高さ、奥行きをある程度揃えて、

上置仏壇の下に座布団収納を提案させていただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



あらかじめ計画図面と見積もりは FAX にて送り、検討していただきました。そこで、お寺様と打ち合わ

せた結果、1台の仏壇にまとめることとなりました。どうせならば、大型の収納仏壇を入れたいとのこと

で、弊社で主に取り扱っている群馬県メーカーの京愛様の飛天 6尺で検討に入りました。仏壇はケヤキで

色は 2色あり、普通の明るいケヤキ色と暗めの古代色とあり、部屋の明るさを考慮され明るいケヤキ色と

なりました。さらに、仏間の改装にあたっては重量がかなりありますので床下から束を入れて補強し、床

も張替ました。さらに、収まりを考えて三方にケヤキの目板を入れて三方同じ隙間で処理するとになりま

した。 

 
 目板の裏桟の固定です。 

 これにケヤキ目板を取り付けます。 
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 仏壇 飛天 6尺 

 W1670*H1752*D783です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



持ち込み、入れ込みは 4人での作業で、ポリ合板を敷いて滑らせ、一度仏壇を入れ込んで仏壇の立ちと目

板の立ちを合うように調整し、照明線を傷つけないように収めました。  

そして、予定通り収まりましたが、お客様の庭には置物一杯、植木も一杯で足元も不安定でマルダイ社員

4名、お客様ご夫婦 2名の計 6名での取り付けでした。お客様のご協力に感謝いたします。 

これで、8月お盆を迎える準備が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いままでも、何回か大型収納仏壇を納めておりますが、今回は仏間の改装から弊社で受けて思い出に残る

納品でした。 

 

       ㈱マルダイ 家具部 Da.・Monde 鈴木 
平成 21年 7月 19日  
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